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連合農学研究科の入学者の推移 

配  属  大  学  別 
年  度・入学月 

入学 

定員 
入学者数 

岩手大学 弘前大学 山形大学 帯広畜産大学

４月 41 (10) 15 (1) 6 (1) 8 (1) 12 (7)
平成 16 年度 

１０月 
21 

8 (2) 3 (0) 4 (2) 0 (0) 1 (0)

４月 42 (13) 20 (7) 7 (2) 2 (0) 13 (4)
平成 17 年度 

１０月 
21 

5 (0) 1 (0) 1 (0) 1 (0) 2 (0)

４月 48 (16) 24 (7) 8 (1) 7 (4) 9 (4)
平成 18 年度 

１０月 
24 

11 (2) 5 (0) 3 (1) 3 (1) 0 (0)

４月 36 (10) 16 (5) 8 (1) 3 (0) 9 (4)
平成 19 年度 

１０月 
24 

8 (2) 5 (2) 1 (0) 1 (0) 1 (0)

４月 28 (4) 9 (2) 12 (2) 5 (0) 2 (0)
平成 20 年度 

１０月 
24 

6 (4) 3 (1) 1 (1) 1 (1) 1 (1)

４月 28(13)〈10〉  7( 5)〈 1〉  9( 6)〈 1〉  3( 0)〈 3〉  9( 2)〈 5〉 
平成 21 年度 

１０月 
32 

 6( 2)〈 3〉  3( 2)〈 1〉  0( 0)〈 0〉  1( 0)〈 1〉  2( 0)〈 1〉 

平成 22 年度 ４月 32 21( 8)〈 4〉  7( 2)〈 2〉  4( 2)〈 0〉  6( 2)〈 2〉  4( 2)〈 0〉 

計  790 (280)〈17〉  305 (113) 〈 4〉  164 ( 54) 〈 1〉  137 ( 47) 〈 6〉  184 ( 66) 〈 6〉

【注】１．外国人留学生は（ ）内に、社会人特別選抜入学者は〈 〉内に内数で表記                                   

   ２．平成２１年度から、社会人特別選抜を実施 

 
 

連合農学研究科の定員超過状況 
左記の収容数のうち 

    

左記の外国人留学生のうち

 

項 

目 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度      

収容 

定員 

（A) 

収容

数 

（B) 

外国人 

留学生

数 

（C) 

国費

留学

生数

（D) 

外国政

府派遣

留学生

数（E)

大学間

交流協

定等に

基づく

留学生

等数 

（F） 

休学

者数

（G)

留年

者数

（H)

左記の留

年者数の

うち、修

業年限を

超える在

籍期間が

２年以内

の者の数 

（I) 

超過率算定

の対象とな

る在学者数 

（J) 

 

【(B)-(D,E,F,

G,I の合

計）】 

定員超過率

（K) 

 

（J)／（A)×

100 

  （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （人） （％）

平成１６年度 61 141 42 20 3 0 6 31 23 89 146 

平成１７年度 63 138 39 19 3 0 3 20 16 97 154 

平成１８年度 66 154 42 24 0 0 5 16 11 114 173 

平成１９年度 69 157 44 27 0 0 3 14 14 113 164 

平成２０年度 72 153 36 17 0 0 4 19 18 114 158 

平成２１年度 80 139 37 11 0 0 4 28 27 97 121 
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岩手大学大学院連合農学研究科（博士課程）教育課程表 

（社会人カリキュラム） 
★短期集中型講義科目                      （２０１０年４月現在） 

履修予定年次 

専攻 科目名 
単
位
数 

講義
方式 

 
必修選
択別 

担当教員 １年

次 
２年

次 
３年

次 

★農学特別講義Ⅰ（英語） １ 遠隔 ○ 全国の連合農学研究科教員 ◎   
★農学特別講義Ⅱ（日本語） １ 遠隔 ◎ 全国の連合農学研究科教員 ◎   
★生物生産科学特論 １ 遠隔 ◎ 各専攻資格教員 ◎   
★生物資源科学特論 １ 遠隔 ◎ 各専攻資格教員 ◎   
★生物環境科学特論 １ 遠隔 ◎ 各専攻資格教員 ◎   
★科学コミュニケーション １ 合宿 ● 資格教員、修了生等 ◎   
研究インターンシップ ２ 訪問 ○ 研究機関等の研究員 ◎   
科学英語Ｂ １ 対面 ◎ 外国人教員 ◎   
国際学会コミュニケーション １ 訪問 ○ 主指導教員 ◎ ◎  
★実践統計学 １ 遠隔 ◎ 資格教員・外部講師 ◎   

研究科 
共通 

社会人特別演習 １ 職場 ◎ 主指導教員 ◎ ◎  
生物生産科学特別演習 １ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎  生物生産 

科学 生物生産科学特別研究 ６ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎ ◎ 
生物資源科学特別演習 １ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎  生物資源 

科学 生物資源科学特別研究 ６ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎ ◎ 
寒冷圏生命システム学 
特別演習 １ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎  寒冷圏生

命システ
ム学 寒冷圏生命システム学 

特別研究 ６ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎ ◎ 

生物環境科学特別演習 １ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎  生物環境 
科学 生物環境科学特別研究 ６ 対面 ● 主・副指導教員 ◎ ◎ ◎ 

注１）この教育課程表は、社会人特別選抜入学者の教育課程表（社会人カリキュラム）です。 
注２）遠隔：多地点制御遠隔講義システムによる講義・演習。 訪問：研修先、国際学会開催地等への訪問。 

       対面：教員によるマンツーマン指導。合宿：合宿形式の講義・演習。教室：教室での授業。 
注３）受講予定年次は目安を示したもので、指導教員と相談した上で適宜変更できます。 
注４）他の研究科（工学研究科、各構成大学修士課程）の科目での代替可能単位数は２単位。 
注５）●：必修科目、◎：履修を強く勧める選択科目、○：選択科目 
 
 

 
岩手大学における長期にわたる教育課程の履修に関する規則 

（平成１６年４月１日制定） 
（趣旨） 

第１条 この規則は、国立大学法人岩手大学学則第４６条第２項及び国立大学法人岩手大学大学院学則第１９条第２項の
規定に基づき、長期にわたる教育課程の履修（以下「長期履修」という。）に関し必要な事項を定める。 
（対象学生） 

第２条 長期履修の希望を申し出ることのできる者は、学部に在学する学生（農学部獣医学課程に在学する者を除く。以
下次条において同じ。）及び大学院研究科に在学する学生のうち、職業を有しているなどの状況にある者とする。 
（長期在学期間） 

第３条 修業年限又は標準修業年限を超えて計画的に教育課程を履修して卒業又は課程を修了する場合の在学を認める
期間（「長期在学期間」という。）は、学部に在学する学生にあっては６年以内、大学院研究科修士課程及び博士前期
課程に在学する学生にあっては４年以内、大学院研究科博士後期課程及び博士課程に在学する学生にあっては５年以内
とする。 
（長期履修の許可等） 

第４条 長期履修を希望する者は、新たに入学する者にあっては入学手続時に、在学中の者にあっては２月末日までに学
長に申請しなければならない。 

２ 学長は、前項の申請をした者について各学部教授会又は各研究科教授会の議に基づき長期履修を許可する。 
 

附 則 
この規則は、平成１６年４月１日から施行する。 

附 則 
この規則は、平成１６年１０月１日から施行する。  

附 則 
１ この規則は、平成２０年３月６日から施行し、平成１９年４月１日から適用する。 
２ この規則の規定にかかわらず、農学部獣医学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、第２条中「農
学部獣医学課程」とあるのは、「農学部獣医学科又は農学部獣医学課程」と読み替えるものとする。
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岩手大学における特色ある教員養成系カリキュラム 

１．カンファレンスの導入、模擬授業の推進による実践的力量の形成 
 ・「教科の指導法」の充実       （現行 6単位から 8単位に拡充） 

 ・「小学校実践研究」新設       （カンファレンスの導入、模擬授業の推進） 

２．科目取得条件の充実化による資質能力の向上 

 ・教職専門科目            （最低必要単位数に 11単位上乗せ） 

 ・教科専門科目（小学校教育専修）   （最低必要単位数に５単位上乗せ） 

 ・所属専門科目（小学校教育専修）   （専門講義を 14単位以上取得） 

 ・全学共通教育科目          （履修条件の整備） 

３．新規科目開講による現代的教育課題、地域教育課題への対応 

 ・※「特別支援教育」開講        （LD、ADHD等発達障害児支援への対応） 

 ・※「小規模学校教育論」開講      （小規模学校、複式学級指導への対応） 

 ・※「小学校の英語教育入門」開講    （小学校英語教育への対応） 

 ・※「総合学習実践研究」開講      （「総合的な学習の時間」指導への対応） 

 ・※「教職実践演習」開講        （教員としての資質能力の形成と確認） 

４．教育実習、実地体験等の充実 

 ・4年一貫教育実習システムの構築   （2年次※「学校体験実習」の開設） 

 ・実地体験（学生派遣事業）の充実化 （火曜日午後の活用による実地体験の充実化） 

５．地域との連携の中での教員養成 

 ・実地体験の推進 ・地域教育実習の推進 ・現職教員研修会の開催等 

６．グローバルな視点に立った教員養成 

 ・諸外国の教育文化の理解と教育現場の見学実習 

 ・海外での自主的教育実習の単位化 

 ・教員研修留学生対象のスクールインターンシップ実施 
 ・日本語教員養成機能の充実 

           ※平成２０年度、平成２１年度に新たに開講した科目 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千葉県教育庁主催 
千葉県公立学校教員採用試験 
平成２１年７月１２日（日） 

岩手大学会場 

新聞記事 岩手日報 H21/7/13（月）朝刊 19 面 

カリキュラムアンケート調査結果報告書 

   
   

教職ポートフォリオ 
  

年 月 日 学習機会 教員資質 ①②③④ 

テーマ  
 
 
 

問題意識 

 
 
 
 
 

 
学習内容等 

 
 
 
 
 
 
 
 

意見 

 

 

Contents 

 
１．教職実践演習の趣旨と目的 
２．教員として求められる資質 
３．教職指導の概要   
(1) 教職関係科目等の分類 
(2) 教員免許取得要件 
(3) 各学年の教職指導の概要 
４．教職についての学習履歴  
(1) 履修履歴 
(2) 教職ポートフォリオ 
(3) 自己課題シート 
５．個別教職指導 
６．教職実践演習の内容 

教職ポートフォリオ（抜粋） 
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工学部・工学研究科の教育の体系化 
 
教育内容 （ソフトパス・エンジニアリング科目） 
○工学部の教育目標であるソフトパス・エンジニアリング（持続可能な「知識基盤社会」の発展に 

寄与する創造性に富み国際性豊かな人材の育成と人間や環境に優しい工学）を実現するために、 
学士課程－博士前期課程－博士後期課程において系統的な教育を行う。 

(１)学士課程 
・共通科目：化学生命ソフトパス工学通論、マテリアルソフトパス工学通論、 

電気電子ソフトパス工学通論、情報システムソフトパス工学通論、 
         機械システムソフトパス工学通論、社会環境ソフトパス工学通論 
 
・専門科目：応用化学・生命工学科…環境化学 

マテリアル工学科…エコ材料学 
電気電子・情報システム工学科 

電気電子工学コース…電力システム工学 
情報システム工学コース…ヒューマンインターフェース 

機械システム工学科…技術者倫理 
社会環境工学科…水環境工学 

 
（２）博士前期課程 
 ＜研究科共通科目＞ 

     知的財産権特論、ベンチャー企業論，研究マネジメント論、工業倫理特論、 
工業デザイン特論、ソフトパス・エンジニアリング特論、実践品質管理、 
科学英語特論（Ⅰ・Ⅱ、平成２２年度から実施） 

 
（３）博士後期課程 

専門教育の中核となる博士前期課程を受け、後期課程では４専攻を設置し、創造力の豊かな優れた 
研究開発力を持ち、産学官を通じたあらゆる研究機関の中核を担う研究者や高度な教育能力を備えた 
大学教員を養成する。 
 

ソフトパス・エンジニアリング安全・安心 ものづくり

フロンティア物質機能
工学専攻

電気電子・情報システ
ム工学専攻

機械・社会環境システ
ム工学専攻

コミュニケーションデザ
イン工学専攻

システム

物質 生命

材料
エネル
ギー

環境

学
士
課
程

博
士
前
期
課
程

博
士
後
期
課
程

高
度
専
門
技
術
者
・研
究
者

の
養
成

①
研
究
開
発
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

②
課
題
探
索
・
解
決
能
力

③
国
際
通
用
性

高
度
専
門
技
術
者
・研
究
者
の
養
成

①
課
題
探
索
・
解
決
能
力

②
国
際
通
用
性

専
門
職
業
人
を
養
成

①
課
題
解
決
能
力

②
専
門
基
礎
能
力

応用化学・生命工学専攻

フロンティア材料機能
工学専攻

電気電子・情報システム
工学専攻

機械システム工学専攻

社会環境工学専攻

コミュニケーションデザイン
工学専攻

金型・鋳造工学専攻

応用化学・生命工学科

マテリアル工学科

電気電子・情報システム
工学科

機械システム工学科

社会環境工学科

有機・高分子化学，無機・物理化学，
生命工学

マテリアル材料工学，ソフトエネル
ギーパス，環境安全科学，材料物理学

高電圧工学，エレクトロニクス，
コンピュータ工学，知的情報処理

ロボティクス工学，航空宇宙工学

社会基盤工学，環境福祉工学

地域デザイン，プロダクトデザイ
ン，コミュニケーションシステム

設計システム，金型加工技術，鋳型
造形技術

有機化学，無機化学，物理化学，
生命工学

金属材料工学，電子材料工学

電気工学，電子工学，情報工学，
ネットワーク工学

材料力学，生産システム，トライボ
ロジー，航空流体工学

建設工学，環境工学，防災工学，
福祉基盤工学

岩手マイスター

防災リーダー・
エコリーダー

短期講座

社会人

共通科目（学部・大学院）
◆ＭＯＴ関連科目 ◆国際研修 ◆環境関連科目 ◆インターンシップ

金型技術研究センター
鋳造技術研究センター
複合デバイス技術研究センター

融合化ものづくり研究機構

実習

連携協力

実
習
・試
作

連
携

地域防災研究センター

材料構造制御，資源循環化学，
機能物質化学

パワー・プラズマ工学，電子デバ
イス工学，情報システム科学

計算流体力学，社会環境計画学

地域デザイン特論，プロダクトデザイ
ン特論，コミュニケーションシステム特論

エンジニアリング
ラボラトリー(予定)

包括協定企業
国際交流協定大学

  
学士課程－博士前期課程－博士後期課程の系統的な教育 
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農学部・農学研究科の教育の体系化 
教育内容 
（１）学士課程 
  「環境」、「生命」、「生物資源」をキーワードに学部の専門性を生かした多様なコースカリキュラムの策定を

掲げ、平成 19年度より従来の３学科体制（農業生命科学科、農林環境科学科、獣医学科）を５課程制（農学
生命課程、応用生物化学課程、共生環境課程、動物科学課程、獣医学課程）に改組し、教育・研究と教員の
所属が一体となった組織を越えて、それぞれの課程が境界領域部分を共有し、総合科学的な農学の特徴を活
かした教育を行う。更に持続的な発展を可能とする総合的な人間社会の形成を目指し、地域に根ざした、実
学の教育研究を基礎とし、技術者、研究者の養成を行う。 

 
（２）修士課程 
   学部課程に対応した教育研究体制並びに博士後期課程で取り入れた教育方法の良さを早期（修士課程改

組：平成 23年度予定のところを 2年前倒し）に導入・整備 
 

・高度専門職業人養成プログラム 
公務員、企業、団体職員等の高度な専門的知識＆技術に基づく業種で活躍できるために必要とされる知識・
スキル・思考能力・行動能力等を習得できる履修プログラムの提供。HACCPプログラム、アグリビジネスス
クール等の岩手大学農学部の特色を生かした履修プログラム。 

・研究者養成プログラム 
大学院博士課程に進学し、将来、研究者等として活躍できるために必要とされる知識・スキル・思考能力・
行動能力等を習得できる履修プログラムの提供。 

・カリキュラム編成：  
基礎科目群：各専攻基礎科目、研究企画デザイン演習、研究推進演習、科学技術英語（中級・上級）、ベン

チャー企業論、インターンシップ 
専門科目群：各専攻の専門科目（研究教育重点授業科目及び高度専門教育重点授業科目）及び修士特別研

究 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

16

生物生産科学専攻

生物資源科学専攻

生物環境科学専攻

寒冷圏生命ｼｽﾃﾑ学専攻

熱・生命システム学

連合農学研究科（博士課程）農学研究科（修士課程）

農業生命科学専攻

農林環境科学専攻

（改組後）

（現 行）

地域資源経済学

地域環境工学

地域環境管理学

生物機能開発学

ゲノム工学

生物資源利用学

植物生産学

動物生産学

生物制御学

農学生命専攻

応用生物化学専攻

動物科学専攻

共生環境専攻

ﾊﾞｲｵﾌﾛﾝﾃｨｱ専攻

農学生命課程

応用生物化学課程

共生環境課程

動物科学課程

岐阜大学大学院連合獣医学研
究科（博士課程）

獣 医 学 課 程

学部教育との連続性を重視した専攻の編成

農学部（学士課程）
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工学部への黒沢尻工業高等学校専攻科の受入実績 

年  度 受講者 開講科目 
前期 １２名 ５科目 生産加工学、機械要素設計学、電気電子工学通論、

電子デバイス工学、情報工学概論 平成１９年度 
後期 １２名 ５科目 材料工学概論、機械材料学、機械加工学、電気回路、

電子回路 

前期  ８名 ４科目 生産加工学、機械要素設計学、電気電子工学通論、

情報工学概論 平成２０年度 
後期  ８名 ４科目 機械加工学、機械材料学、半導体材料学、電機回路

前期 １２名 ４科目 生産加工学、機械設計学、電気電子工学通論、情報

工学基礎論 
平成２１年度 

後期 １２名 ４科目 機械加工学、機械材料学、半導体材料学、電気化学

 
 

２０１０年３月 大学教育総合センター評価報告書（抜粋 １４頁） 
  （３）業務３ 高大の円滑な連携を図る 
     取組①「ウインターセッション等の高大連携事業の実施」の目標は、ウインターセッション等の実施

により、高大の円滑な接続を図る」ことである。この取組では、ウインターセッションの継続実施や、高
校生の大学講義への出席や高校教員による理系支援講座の開設などの取組を行ってきた。これにより、高
校生の大学教育へ触れる機会を増やしてきている点で、自己評価は「おおむね良好」である。 

    
 

黒沢尻工業高等学校専攻科学生の授業受入についての工学部の評価（抜粋 ２頁） 
平成２２年２月２２日    

工学部教務委員長 藤代博之 
４．今後に向けた改善点や実施についての意見 

・大学の授業を体験させることはよい。また、試験が出来なくても本人たちがその理由を理解していると思うので現状で
問題ないと考えている。（機） 

・一般学生とのバランスをとるのが難しい。（機） 
・大教室での授業なので、授業中こちらから聞いても反応小さい。（機） 
・専攻科の良いところは少人数教育ができることと思うが、大教室での授業なので、この点が今後の課題である。（機） 
・講義内容に大きく依存すると思うが、個人的には特に黒沢尻工業専攻科学生がいるという 
ことで、授業内容を変更することはしていない。よって、特別負担に感じることはない。黒沢尻工業専攻科のほうで成果
が挙がっているのであれば継続してもよいのではと思う。（電） 

・期末試験が不合格なら岩大生には結果のフィードバックができるが、彼らにはできず、ほったらかしとなるが、致し方な
い。また、電電情報の1 年次前期はコース分け前で元々受講者数が多く、特別には手がまわりかねる。（電） 

・難しい講義を退屈して聴いているのは苦痛だと思うが、受講生がいろいろな意味で価値を見いだしているなら継続して
実施した方がよい。（電） 

・大学生と同じ試験内容では、どの程度分かっているか判断できない。教員側の負担になるが、専攻科学生のための優
しい試験を作って実施した方が教育効果が上がると考える。（電） 

 
（２）総括 

平成１９年度から実施している黒沢尻工業高等学校専攻科学生の講義の聴講について、担当教員の感想、意見、要
望を参考に、これまでの実施について工学部側としてまとめる。 
１．講義への取り組みや理解度については、授業態度はまじめで熱心に取り組んでいると評価できる。科目により難易度

に差があり、理解が必ずしも十分と言えない科目がある。特に電気コースではその傾向が強い。しかし、機械コースは
基礎知識の不足はあるものの、ある程度の理解は出来ていると認識している。 

２．試験結果については、大学生と同一の試験を行うと点数は低いが、全く歯が立たないわけではない。１９年度に比べ
て、３年目となる今年は、理解力が向上しているようだ。これは専攻科での指導の効果が現れていると考えられる。教
員側の負担になるが、専攻科学生のための優しい試験を作って実施した方が教育効果が上がるなどの改善を検討し
たい。 

３．成績報告方法については、点数での報告などの方法の統一や、成績結果だけではなく試験問題、答案を専攻科に
返すなど、より良い成績報告方法について両者で検討する必要がある。 

４．今後に向けた改善点や実施については、専攻科の学生に大学の授業を体験させることは有意義なことで、たとえ試
験の成績が低くても、担当している多くの教員は受講すること、今後継続することに問題はないと考えている。実施面で
のいくつかの検討を重ね、改善を行うことでさらに実質的な高大連携が実施されると考える。 
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ヤングリーダーズ国際研修 inいわて 
目 的  

１． 国境を越えて若いリーダーの間にネットワークを構築し、信頼と友情を育む。 
２． 持続可能な社会について主体的に行動する知識と態度を養成する。 

 
   項目 

開催日 参加者数 参加者の出身国名 場  所  

１５名 中国、韓国、タイ 
平成２０年度 

 平成２１年 
２月１８日～ 
２月２７日 １１名 日本 

国立岩手山青少年
交流の家 

１３名 中国、韓国、タイ、 
アイスランド 平成２１年度 

平成２１年 
８月２６日～ 
９月５日 １２名 日本 

国立岩手山青少年
交流の家 

 
国際交流協定（大学間・部局間）に基づく交流実績調書（大学間交流協定抜粋 １１頁） 

注：「教員・研究者の交流」、「学生・留学生等の交流」及び「事務職員の交流」項目は交流人数を示している。 
協定大学名 
（責任部局） 実施年度 交流事項 交流実績回数 具  体  的  な  交  流  内  容 

教員・研究者の交流 国・地１１ 
工９ 
農１ 

UURRプロジェクト 10月大連理工大学へのUURR交流ミッション派遣、3月鋳造技術移転ミ
ッション派遣のほか、研究者交流（派遣）２回を実施。 

学生・留学生等の交流    

事務職員の交流 国２ UURRプロジェクト 10月大連理工大学へのUURR交流ミッション派遣、3月鋳造技術移転ミ
ッション派遣を実施。 

学術資料及び刊行物の交
換 

国・地 UURRプロジェクト 活動報告書作成 

平成１９年度 
 

【派遣分】 

共同研究及び国際研究集
会の実施 

国・地 UURRプロジェクト 大連企業への技術移転（鋳造）について合意。大連企業との共同研究
（IT）の可能性について協議。 
UURRプロジェクト 6月韓国ソウルでの「日韓中産業交流会（ソウル）」に出展。同会場に
おいて、大連理工大学、韓国国立ハンバット大学校との３大学セミナーを開催。 

教員・研究者の交流 国４ 
 

UURRプロジェクト ３月大連理工大学   校長助理ほか３名の訪問団を受入れ、両大学
の交流について協議。 

学生・留学生等の交流 工２ 
 

UURRプロジェクト 12月大連理工大学材料学院学生２名の岩手大学工学部での短期学生
交流を実施。 

事務職員の交流   

学術資料及び刊行物の交
換 

  

平成１９年度 
 

【受入分】 

共同研究及び国際研究集
会の実施 

  

教員・研究者の交流 工６ 
国・地６ 

工：本学    教授（副工学部長）が11月9日から4日間訪問。11月11日に工学部と化工
学院との間で学生交流覚書を締結。 

国：  新学長の就任に伴う表敬訪問を行った（H20.9） 
UURRプロジェクト 11月大連理工大学へのUURR交流ミッション派遣、研究者交流（派遣）
１回 

学生・留学生等の交流   

事務職員の交流 国５ 
 

国：  新学長の就任に伴う表敬訪問を行った（H20.9） 
UURRプロジェクト 11月大連理工大学へのUURR交流ミッション派遣、研究者交流（派遣）
１回 

学術資料及び 
刊行物の交換 

国・地 UURRプロジェクト 活動報告書作成 

平成２０年度 
 

【派遣分】 

共同研究及び 
国際研究集会 
の実施 

国・地 
 
 

UURRプロジェクト   客員教授の鋳造技術に関するノウハウライセンス及び共同開発
契約締結（大連理工大学・大連四達鋳造有限公司・岩手大学）。    教授のIT技術に
関する共同研究秘密保持契約締結（大連理工大学・大連泰康科技有限公司・岩手大学） 

教員・研究者 
の交流 

工２ 
 
 

国５ 

本学    教授と    准教授との共同研究の情報収集のため、    副教授 
（化工学院）と    副教授（化工学院）が4月22日から4日間訪問。4月24日、盛岡市
産学官連携研究センター中会議室にて「大連理工大学・岩手大学学術交流協定による電気
化学シンポジウム」を開催 (教員・学生・一般40名参加)。 
UURRプロジェクト 6月「日中韓産業交流会（大阪）」において大連理工大学、韓国国立

ハンバット大学校との共同ブースで各大学の技術シーズを紹介。 
6月岩手大学において、「UURR国際産学官連携セミナー」を開催（大連理工大学、韓国国

立ハンバット大学校ほか、日韓中の産学官関係者参加）。 

学生・留学生等の交流   

事務職員の交流   

学術資料及び 
刊行物の交換 

国・地 UURRプロジェクト 「UURR国際産学官連携セミナー」報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中国 
大連理工大学 
（教・工・地セン） 
【学術】 

平成２０年度 
 

【受入分】 

共同研究及び 
国際研究集会 
の実施 

国・地 
 
 

UURRプロジェクト 6月「日中韓産業交流会（大阪）」において大連理工大学、韓国国立ハ
ンバット大学校との共同ブースで各大学の技術シーズを紹介。 
6月岩手大学において、「UURR国際産学官連携セミナー」を開催（大連理工大学、韓国国

立ハンバット大学校ほか、日韓中の産学官関係者参加）。 

年度 
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学生交流協定校の短期留学（受入れ・派遣）実績 
年度 学部等 

受入
れ 

所 属 大 学 
受入れ
数計

派遣 派 遣 大 学 派遣数計

  ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学 ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学（２名） 

  
人文社会科学部 1 

  
3 

韓国：明知大学校 

2004   韓国：明知大学校 

H16 
教育学部 3 

中国：寧波大学（２名） 
3 

ｱﾒﾘｶ：ﾉｰｽｾﾝﾄﾗﾙｶﾚｯｼﾞ（２名） 

  農学部 1 中国：吉林農業大学 

5 

1 中国：吉林農業大学 

7 

  ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学 ｱﾒﾘｶ：ﾃｷｻｽ大学ｵｰｽﾃｨﾝ校 

  韓国：明知大学校（２名） ｶﾅﾀﾞ：ｾﾝﾄﾒｱﾘｰｽﾞ大学（２名） 

2005 

人文社会科学部 3 

  

4 

大韓民国：明知大学校 

H17 中国：清華大学 中国：清華大学 

  中国：曲阜師範大学 中国：寧波大学 

  中国：寧波大学（３名） ｱﾒﾘｶ：ﾃｷｻｽ大学ｵｰｽﾃｨﾝ校 

  

教育学部 5 

  

4 

大韓民国：明知大学校 

  国際交流センター 2 ｱﾒﾘｶ：ﾃｷｻｽ大学ｵｰｽﾃｨﾝ校（２名） 

10 

   

8 

  ｺﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学 ｱﾒﾘｶ：ﾃｷｻｽ大学ｵｰｽﾃｨﾝ校 

  
人文社会科学部 3 

韓国：明知大学校（２名） 
2 

ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学 

2006     中国：寧波大学（３名） 中国：清華大学（２名） 

H18 教育学部 5 ｱﾒﾘｶ：ﾉｰｽｾﾝﾄﾗﾙｶﾚｯｼﾞ アメリカ：ﾉｰｽｾﾝﾄﾗﾙｶﾚｯｼﾞ（２名） 

      中国：清華大学 

4 

  

  農学部 2 中国：吉林農業大学（２名） 1 中国：吉林農業大学 

  国際交流センター 1 ｱﾒﾘｶ：ﾃｷｻｽ大学ｵｰｽﾃｨﾝ校 

11 

   

7 

      ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学  ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学（３名） 

  人文社会科学部 5 韓国：明知大学校（２名） 6 フランス：ボルドー第三大学（３名） 

      ﾌﾗﾝｽ：ﾎﾞﾙﾄﾞｰ第３大学（２名）    

2007     中国：寧波大学（３名） 中国：清華大学（２名） 

H19 教育学部 5 中国：清華大学 アメリカ：ﾉｰｽｾﾝﾄﾗﾙｶﾚｯｼﾞ 

      中国：曲阜師範大学 

3 

  

  ｱﾒﾘｶ：ﾃｷｻｽ大学ｵｰｽﾃｨﾝ校（２名） アメリカ：アーラム大学 

  
国際交流センター 2 

  

12 

2 
カナダ：セントメアリーズ大学 

11 

    韓国：明知大学（２名）       ※１名  フランス：ボルドー第三大学（３名） 

  人文社会科学部 ﾛｼｱ：ｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸﾞ国立文化芸術大学 5 中国：寧波大学 

    

6 

ﾌﾗﾝｽ：ﾎﾞﾙﾄﾞｰ第三大学（３名)   ※２名  韓国：明知大学 

2008   中国：寧波大学(４名)        ※２名   中国：寧波大学（２名） 

H20   中国：清華大学           ※１名   中国：清華大学 

  10 ｱﾒﾘｶ：ﾉｰｽｾﾝﾄﾗﾙｶﾚｯｼﾞ（２名）   ※１名 5 中国：曲阜師範大学 

    中国：曲阜師範大学（２名）   ｱﾒﾘｶ：ﾉｰｽｾﾝﾄﾗﾙｶﾚｯｼﾞ 

  

教育学部 

  中国：山東工芸美術学院     

  農学部 1 中国：吉林農業大学         ※１名 

17 
（８名奨
学金
枠：内
数） 

1 中国：吉林農業大学 

11 

  韓国：明知大学（２名） フランス：ボルドー第三大学（４名） 

  ロシア：サンクトペテルブルグ国立文化芸術大学※１名 ロシア：サンクトペテルブルグ国立文化芸術大学 

  フランス：ボルドー第三大学（３名）     ※１名 アメリカ：アーラム大学 

  

人文社会科学部 6 

  

7 

韓国：明知大学 

  中国：寧波大学（４名）       ※１名 アメリカ：ノースセントラルカレッジ 

  イタリア：カラーラ大学（３名) ※１名 韓国：明知大学 

  中国：清華大学           ※１名   

2009 中国：曲阜師範大学（２名)    ※１名   

H21 中国：山東工芸美術学院        ※１名   

  

教育学部 12 

アメリカ：ノースセントラルカレッジ ※１名 

2 

  

  中国：新疆農業大学    

  
工学部 3 

中国：大連理工大学（２名）    

  農学部 1 中国：吉林農業大学            ※１名    

  国際交流センター 2 アメリカ：テキサス大学オースティン校（２名） 

24 
（９名奨
学金
枠：内
数） 

   

9 

※短期留学プログラムの奨学金枠での受入数：内数表示 
 
 

ステップアップ・イングリッシュ、 

スーパー・イングリッシュ 募集要項 
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日中韓国際産学官連携セミナーの開催（報告書表紙） 

（岩手大学、中国大連理工大学、韓国ハンバット大学） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

技術移転活動 
締結年月日 契約形態 研究代表者 共同研究機関 

2008.11.11 技術移転契約      客員教授
    、      、   
           

2008.11.11 

共同開発に関

する秘密保持

契約 
     教授 

    、      、 
           

2009.5.21 共同開発契約      教授 
    、          
     、        、 
           

（平成２０年度岩手大学 UURR プロジェクト報告書Ｐ３及び平成２１年度岩手大学
UURR プロジェクト報告Ｐ６から抜粋） 
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平成２０年度、平成２１年度 国立大学１位  

    国際ボランティア参加者ランキング 

北東北国立３大学合同合宿研修会 国際週間イベント開催 

 

この部分は著作権の関係

で掲載できません。 

この部分は著作権の関係

で掲載できません。 
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プレースメント及びアチーブメントテスト Ｗebページ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Web 
トップページ 

テスト 
トップページ 

問題例 
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１． 外国人留学生向け就職支援講座  

開  催  日 
参加者

数 
内     容 

平成２０年１０月１８日（土）・１９日（日） １６名 企業の求める人材、応募書類対策、面接対策等 

平成２１年１月１７日（土）・１８日（日） １０名 ビジネスマナー講座、面接対策講座等 

平成２１年９月２６日（土）・２７日（日） ９名 日本の企業について、面接対策等 

平成２１年１２月５日（土）・６日（日） ８名 留学生の就職の現状、面接対策等 

※ 主催 岩手県外国人留学生就職支援協議会 
 
２． 岩手県内企業訪問バスツアー【新規事業】 

平成２１年１１月２６日（木） 訪問先：㈱新興製作所、㈱あさ開き 
 
３． いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会の開催（平成１９年度設置） 

平成２０年７月２日（水）、平成２１年６月２日（火） 
教育機関、研究者、教育現場、教育支援者等がネットワークを構築し、岩手県内に在住する移

民的背景を有する子どもの就学、学習、進路等に関する課題について、解決を図り、各年度の事
業計画等について協議し、研修会等を実施した。 

 

                 学習支援者研修会                  多文化こども合宿 
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いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会Ｗebページ 

日 本 語 学 習 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 Ｗ e bページ 

日本語学習支援ネットワーク事業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
        ネットワーク会議 in秋田              ネットワーク会議 in福島 

 




